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第４章 重点区域の位置及び範囲

１ 重点区域の設定の考え方

本市の歴史的風致は、元亀２年（1571）の長崎開港を契機としてもたらされた海外交流の歴史に

より独自に発展したものである。

長崎は、ポルトガル貿易港として開かれ、幕府が直轄する唯一の国際貿易都市として発展し、中

島川周辺に町人町が形成された。長崎くんちをはじめとした町人の営みは、海外文化の影響を受け

ながら継承され、美術工芸等にも発展しながら、現在でも長崎市中心部の地域コミュニティの核と

なっている。

近世から近代にかけてもたらされた中国や西洋の海外文化は、安政の開国によって貿易港と

しての独占的な地位を失った現在においてもなお、まちなかに点在する唐寺や唐人屋敷跡、長

崎居留地周辺の人々の営みに深く根差している。特に、「長崎居留地の海外交流にみる歴史的風

致」の舞台である東山手・南山手地区にある歴史的建造物「旧グラバー住宅」と「大浦天主堂」は、

近年、世界文化遺産に登録されるなど、その価値が高く評価されている。

長崎市の歴史的風致と重点区域
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幕末の近代化により、炭鉱業や製鉄、造船業が営まれるようになり、明治後期から昭和初期にか

けて浦上川沿岸に兵器工場群が形成され、国際貿易都市から産業都市として転換した長崎市は、第

二次世界大戦の末期、米国から原子爆弾を投下され、壊滅的な被害を受けた。戦後、市民のたくま

しい努力により奇跡的な復興を遂げるなかで、「長崎を最後の被爆地に」を合言葉に、被爆者をはじ

め長崎市民による平和の祈りと被爆継承の活動が続けられている。
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による在来石積技術を明治期のキリスト教解禁によ

り着任したフランス人のド・ロ神父が発展させた。ド・ロ神父は、地域住民のための授産施設の整

備などの社会福祉活動にも積極的に取り組み、その功績は今なお地域住民に顕彰され続けている。

さて、本計画における重点区域は、歴史的風致の維持及び向上を図るため、「地域における歴史的

風致の維持及び向上に関する法律」第２条第２項において下記のとおり要件が定められている。

【重点区域の設定の要件】

①次のいずれかに該当する土地の区域及びその周辺の土地の区域

・重要文化財、重要有形民俗文化財又は史跡名勝天然記念物として指定された建造物の用に供

される土地

・重要伝統的建造物群保存地区内の土地

②歴史的風致の維持及び向上を図るための施策を重点的かつ一体的に推進することが特に必要

な区域

本市の歴史的風致としては第２章で５つの歴史的風致を掲げているが、重点区域の設定について

は、２つの世界文化遺産の構成資産や重要文化財等の価値の高い歴史的建造物、重要伝統的建造物

群保存地区が集積しており、かつ、歴史まちづくりの取組みを速やかに図るべき区域として、「長崎

居留地の海外交流にみる歴史的風致」の範囲を重点区域として設定する。

２ 重点区域の位置及び範囲

重点区域の名称及び面積

名称 東山手・南山手区域

面積 約 80 ヘクタール

重点区域の位置

重点区域は、中心部市街地の南郊に位置し、幕末に外国人居留地として開かれた。当時の街区の

地割や建築物、石垣、石畳、煉瓦塀、側溝、居留地境や地番を示す石標柱等の工作物がよく残され

ており、グラバー園をはじめとした主要な観光施設が集中している。

区域内は伝統的建造物群保存地区、景観形成重点地区、風致地区に指定され、歴史的建造物の保

存・活用や良好な景観形成に官民協働で取り組んでいる。

平成 27 年（2015）には旧グラバー住宅が「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産

業」の構成資産として、平成 30 年（2018）には大浦天主堂が「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関

連遺産」の構成資産として世界文化遺産に登録され、２つの世界遺産があるエリアとして国内外か
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ら注目されている。

また、近年は、地域住民と地域の大学との協働による観光情報ツールの作成や移住した若者によ

る空き家の活用、地域の行事に地域内外から若者が参画するなど、地域におけるまちづくりの機運

が高まっている。

さらには、当該区域の西側に位置する松が枝岸壁の延伸による２バース化が検討されるなど、長

崎市の交流拡大を担う地域として、ますます重要性が高まっている。

重点区域の範囲

重点区域は、東山手・南山手地区景観形成重点地区の範囲を基本として、大浦国際墓地を含む範

囲とする。

重点区域の位置
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重点区域の範囲
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区間 名称等

①～② ながさき出島道路

②～③ 東山手・南山手地区景観形成重点地区

③～④ 市道大浦町田上線

④～⑤ 里道

⑤～⑥ 市道川上町 10 号線

⑥～⑦ 川上町上ノ区公民館敷地境界

⑦～⑧ 日川公園敷地境界

⑧～⑨ 大浦国際墓地敷地境界

⑨～⑩ 市道川上町 10 号線

⑩～⑪ 市道川上町出雲２号線

⑪～⑫ 市道上田町川上町１号線

⑫～⑬ 市道出雲 16 号線

⑬～⑭ 市道上田町３号線

⑭～⑮ 大浦小学校敷地境界

⑮～⑯ 市道上田町相生町２号線

⑯～⑰ 市道相生町７号線

⑰～⑱ 東山手・南山手地区景観形成重点地区

⑱～① 国道 499 号

重点区域の境界
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３ 重点区域の指定の効果

重点区域は、幕末に設けられた旧外国人居留地である。多くの外国人が居住し、貿易・炭坑・製

茶をはじめとする様々な経済活動を行った。また、日本人と外国人が身近に触れ合う交流の場であ

った。

異国情緒豊かな雰囲気に魅せられ、この地区を訪れる観光客は後を絶たない。荘厳な教会や領事

館、学校建築や、日本人大工が洋館を真似て建てた洋風住宅など、多様な歴史的建造物が建ち並び、

石畳や煉瓦塀等の土木工作物などと一体となり、往時の姿をよく残している。

本計画において、歴史的風致の維持及び向上のための取組みを重点的に行うことは、区域内の歴

史的建造物の保存・活用や、市街地の環境整備の実現等のほか、外国人居留地であったという特有

の歴史を再認識し、守り伝えようとする市民意識の醸成のきっかけなどにつながる。それらを活か

したまちづくりへの興味や理解を促し、歴史的遺産と共生するまちづくりに関する取組みが進展す

るものと期待される。これらの取組みにより、長崎の歴史や文化に対する理解が深まり、守り伝え

ようとする人々が増えることで、長崎市全体の歴史的風致の維持及び向上に資すると考えられる。

４ 良好な景観の形成に関する施策との連携

長崎市都市計画マスタープラン（平成 28（2016）年 12 月改訂）

長崎市都市計画マスタープランは、平成 28 年（2016）度から令和 17 年（2035）度までの概ね 20

年後のまちの姿を見据えた都市づくりの基本方針を示している。重点区域を含む中央南部地区の地

区別構想では「国際交流の歴史と文化がもたらす情緒あふれる地区づくり」を地区の将来像として

いる。地区の生活像の目標と、生活像を実現するための地区づくりの方針に基づき、歴史と文化が

もたらす情緒あふれる地区を形成していく。

            

【地区の将来像】

国際交流の歴史と文化がもたらす情緒あふれる地区づくり

【地区の生活像の目標】

住む：都心部・都心周辺部の利便性を活かした住み良い快適な暮らしの確保

働く：都心部・都心周辺部としての商業・業務と観光を中心とした雇用の場の充実

動く：海の玄関口としての広域アクセスの充実と、安全で安心な道路・交通ネットワークの確保

集う：都心部・都心周辺部としての都市機能の集積と交流の促進

学ぶ・育む・やすらぐ：豊かな自然環境と市街地の共存と歴史的景観の保全、学びの場の充実
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都市計画

長崎市は、28,243ha が都市計画区域に指定されており、都市計画区域のうち 6,268ha が市街化区

域となっている。重点区域の大半が市街化区域に含まれており、用途地域については、幹線道路に

隣接する平地部の大浦周辺が商業地域に、洋風住宅が残る東山手・南山手の住宅地は第１種低層住

居専用地域、第１種中高層住居専用地域、第１種住居地域、第２種住居地域に指定されている。第

１種住居専用地域では、建築物の高さが 10m 以下に制限されている。

また、都市における風致を維持するため、重点区域内の東山手町周辺が第３種、南山手町周辺は

第２種（一部第３種）の風致地区に指定されており、高さ、建ぺい率、壁面後退等について許可基

準に基づいた建築物等の行為の規制を行っている。

今後は、より一層の歴史文化を活かしたまちづくりを推進するため、都市計画との適切な連携を

図りながら、良好な市街地環境の形成と賑わいの創出を図っていく。

重点区域と都市計画マスタープラン（一部加工）

風致地区内の許可基準（一部）
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重点区域と用途地域

重点区域と風致地区
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長崎市景観計画（平成 23（2011）年４月策定）

長崎市では、地域の特徴を活かし、総合的な景観形成を図る目的で策定された長崎市景観計画に

より、長崎市全域を景観計画区域に定めている。景観計画区域内では、届出が必要な行為及び景観

形成基準が定められ、建築等の行為に対し良好な景観が形成されるよう規制している。

重点区域は、特に歴史的な特徴のある地区など、重点的に景観の保全や誘導を行う景観形成重点

地区（東山手・南山手地区景観形成重点地区）となっており、適切な景観形成基準の運用を図り、

良好な市街地環境の形成に資する景観形成に取り組んでいく。

東山手・南山手地区景観形成重点地区の景観の形成に関する方針



長崎市歴史的風致維持向上計画

192

重点区域と東山手・南山手地区景観形成重点地区

重点区域
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長崎市伝統的建造物群保存地区保存条例（平成２（1990）年７月公布）

重点区域内には、２つの重要伝統的建造物群保存地区が所在しており、両地区において保存計画

を策定している。保存地区において、伝統的建造物の特性を維持していると認められる洋風建築物、

和風建築物、石塀、煉瓦塀その他の工作物を伝統的建造物として、伝統的建造物と一帯をなしてい

る石畳、石段、石造り側溝、樹木などを環境物件と定めている。

伝統的建造物については、主としてその外観を維持するため、復元及び現状維持を内容とし、環

境物件については復旧を内容とする修理基準を別途に定めている。

建物などの新築、除却、土地の形質の変更などを行う場合は、市長及び教育委員会の許可が必要

であり、伝統的建造物群保存地区保存計画に基づき、建築物や周辺施設の修理や修景を行うととも

に、重点区域の景観形成については、連携を図りながら、歴史的風致の維持向上に資する景観形成

に取り組んでいく。

屋外広告物に関する規制

屋外広告物については、良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を

防止するため、長崎市屋外広告物条例により規制を行っている。

重点区域内は、東山手・南山手景観形成重点地区に含まれ、通常の規制基準のほか、地域の景観

特性に合わせた屋外広告物の景観形成基準が定められている。今後とも重点区域内の屋外広告物設

置については、景観形成基準に基づく規制誘導を行い、歴史的風致の維持及び向上に努めるものと

する。

国指定等文化財の保存活用（管理）計画

重点区域内の重要伝統的建造物群保存地区である長崎市東山手伝統的建造物群保存地区及

び長崎市南山手伝統的建造物群保存地区について、地区の保存に関する基本計画、地区内にお

ける伝統建造物や環境物件に対する現状変更行為の許可基準等を示した保存整備計画、地区の

保存のために必要な助成措置等を定めた保存計画を策定している。

また、重点区域内に所在する国指定文化財のなかで、史跡大浦天主堂境内、重要文化財旧グ

ラバー住宅、重要文化財旧オルト住宅、重要文化財旧リンガー住宅、重要文化財旧長崎英国領

事館については、保存活用（管理）計画を策定している。これらの計画は、貴重な文化財を次

東山手・南山手地区景観形成重点地区の屋外広告物の景観形成基準
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世代に継承していくため、保存・整備・活用について指針を定めたものである。重要文化財旧

グラバー住宅・旧オルト住宅・旧リンガー住宅及び旧長崎英国領事館については、建物の保護

を図るための適切な環境の創出や向上について方針がまとめられており、史跡大浦天主堂境内

については、史跡の本質的価値を保護するため「現状変更の取り扱い方針及び基準」が定めら

れている。

これらの計画に基づき、それぞれの文化財の良好な保護に配慮しながら、歴史的風致の維持

及び向上を図っていく。


